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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 40,588 △17.9 1,710 36.3 1,563 282.2 1,251 987.8
21年3月期第3四半期 49,443 ― 1,255 ― 409 ― 115 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 14.63 ―
21年3月期第3四半期 1.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 37,346 12,362 33.1 144.54
21年3月期 36,978 11,016 29.8 128.80

（参考） 自己資本  22年3月期第3四半期  12,362百万円 21年3月期  11,016百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 1.50 1.50
22年3月期 ― 0.00 ―
22年3月期 
（予想）

2.50 2.50

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 55,000 △10.7 1,700 152.2 1,400 ― 800 ― 9.35
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
詳細は４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報や事業計画等をもとに判断したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異な
る場合があります。なお、業績予想に関する事項につきましては、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧くださ
い。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 85,610,608株 21年3月期 85,610,608株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期 82,490株 21年3月期 81,303株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 85,528,785株 21年3月期第3四半期 85,533,491株

- 2 -



【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の当社グループの売上高は、楽器事業と素材加工事業の売上高の減少により

40,588 百万円（前年同期比 8,855 百万円減）となりました。このうち、国内売上高は 29,917 百万円（前
年同期比 4,947百万円減）、海外売上高は円高の影響もあり、 10,670百万円（前年同期比 3,909百万円減）
となりました。

 損益につきましては、人件費を含むあらゆる経費の削減を強力に推進するとともに、教育関連事業におけ

る経費効率の改善などにより、営業利益は 1,710百万円（前年同期比 455百万円増益）となりました。ま
た、前年同期に比べ、為替の動向が想定される範囲内で推移したことにより、経常利益は 1,563百万円（前
年同期比 1,154百万円増益）となり、四半期純利益は 1,251百万円（前年同期比 1,136百万円増益）とな
りました。

事業セグメント毎の状況は、楽器事業は、中国市場においてピアノの販売が増加しましたが、北米市場お

よび欧州市場の景気後退による販売の減少と国内販売の減少により、売上高は 18,915百万円（前年同期比
4,700百万円減）となり、営業利益は 231百万円（前年同期比 409百万円減益）となりました。
教育関連事業は、音楽教室および体育教室の生徒数減少により、売上高は 13,569百万円（前年同期比 911
百万円減）となりましたが、生徒募集方法の効率化など経費圧縮に努め、営業利益 1,241 百万円（前年同
期比 748百万円増益）となりました。
素材加工事業は、素材単価の下落および受注量の減少などにより、売上高は 6,136 百万円（前年同期比

3,139百万円減）となりましたが、経費の削減もあり、営業利益は 429百万円（前年同期比 9百万円増益）
となりました。

情報関連事業は、OA機器の販売減少により、売上高は 1,811百万円（前年同期比 54百万円減）となり、
営業損失は 30百万円（前年同期比 36百万円改善）となりました。その他事業の売上高は 156百万円（前
年同期比 50百万円減）、営業利益は 9百万円（前年同期比 27百万円改善）となりました。

所在地別セグメントの状況は、日本は、楽器事業と素材加工事業の売上高の減少により、売上高は 33,237
百万円（前年同期比 6,328 百万円減）となりましたが、人件費および経費の削減などにより、営業利益は
1,784百万円（前年同期比 1,181百万円増益）となりました。
北米は、景気減速による市場縮小により、売上高は 3,188百万円（前年同期比 2,139百万円減）となり、
営業利益は 105百万円（前年同期比 225百万円減益）となりました。
欧州は、円高ユーロ安の影響もあり、売上高は 1,682百万円（前年同期比 370百万円減）となり、営業
利益は 12百万円（前年同期比 105百万円減益）となりました。
その他地域は、中国市場のピアノ販売は増加しましたが、豪州市場の販売減少により、売上高は 2,478百
万円（前年同期比 19百万円減）となりましたが、経費の削減により、営業利益は 265百万円（前年同期比
13百万円増益）となりました。
 

２．連結財政状態に関する定性的情報

（１）資産、負債、純資産に関する分析

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、売掛金の増加や有形固定資産の増加などにより、37,346 百
万円（前期末比 368百万円増加）となりました。負債合計は、未払金の減少などがあり、24,984百万円（前
期末比 978百万円減少）となりました。
純資産合計は、12,362百万円（前期末比 1,346百万円増加）となりました。
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（２）キャッシュ・フローに関する分析 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、5,566百万円（前期末比 1,003百万
円増加）となりました。当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおり

です。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益の増加やたな卸資産の減少などにより

3,129百万円の資金の増加となり、投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出
などにより 1,747 百万円の資金の減少となり、財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済
による支出や短期借入金の減少などにより 431百万円の資金の減少となりました。
 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における業績の進捗状況等を勘案し、平成 21 年 11 月 10 日に公表いたしまし

た平成 22 年３月期の通期連結累計期間の業績予想の修正と配当予想の修正を公表いたしました。詳しくは、

本日（平成 22 年 2 月 9 日）公表いたしました「業績予想の修正および配当予想の修正に関するお知らせ」

をご参照ください。 

 

４.その他 

(１)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(２)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（簡便な会計処理） 

①たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、第２四半期連結

会計期間末の実地たな卸高を基礎として、合理的な方法により算出する方法によっております。 

②原価差異の配賦方法 

    予定価格等を適用しているために原価差異が生じた場合、当該原価差異のたな卸資産と売上原価へ

の配賦を年度決算と比較して簡便的に実施する方法によっております。 

③法人税等並びに繰延税金資産の算定方法 

    法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

    繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境や一時差異等の発生

状況に判断の変更を要する程度の著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

該当事項はありません。 

 

(３)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

該当事項はありません。 
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(４)継続企業の前提に関する注記 

  該当事項はありません。 

(５) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間 (自 平成 20年４月１日 至 平成 20年 12 月 31 日)        (単位：百万円) 

楽器事業
教育関連

事業

素材加工

事業

情報関連

事業

その他の

事業
計

消去又は

全社
連結

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 23,615 14,480 9,275 1,865 206 49,443 － 49,443

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高 17 － － 133 320 471 ( 471) －

計 23,633 14,480 9,275 1,998 527 49,914 ( 471) 49,443

営業利益又は営業損失（△） 640 493 420 △ 66 △ 18 1,469 ( 214) 1,255

当第３四半期連結累計期間 (自 平成 21年４月１日 至 平成 21年 12 月 31 日)        (単位：百万円) 

楽器事業
教育関連

事業

素材加工

事業

情報関連

事業

その他の

事業
計

消去又は

全社
連結

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 18,915 13,569 6,136 1,811 156 40,588 － 40,588

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高 4 0 － 294 250 548 ( 548) －

計 18,919 13,569 6,136 2,105 406 41,137 ( 548) 40,588

営業利益又は営業損失（△） 231 1,241 429 △ 30 9 1,881 ( 170) 1,710

(注)１．事業区分の方法 
    事業区分は製品の種類、製造方法、販売市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各事業区分の主要製品等 

事業区分 主要製品等

楽器事業 ピアノ、電子楽器、管弦打楽器、楽器付属品、楽器玩具、楽器調律・修理

教育関連事業 音楽・体育教室、教材販売、楽譜、音楽教育用ソフト

素材加工事業 電子電気部品用金属材料加工、自動車部品用材料加工、防音室・音響部材

情報関連事業 ＯＡ機器販売・保守及びコンピュータソフトウェアの販売

その他の事業 金融関連事業、保険代理店事業、その他
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間 (自 平成 20年４月１日 至 平成 20年 12 月 31 日)         (単位：百万円)

日本 北米 欧州 その他 計
消去又は

全社
連結

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 39,565 5,327 2,052 2,497 49,443 － 49,443

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高 4,680 4 23 2,694 7,402 ( 7,402) －

計 44,245 5,331 2,075 5,192 56,846 ( 7,402) 49,443

営業利益 603 330 117 252 1,302 (   47) 1,255

当第３四半期連結累計期間 (自 平成 21年４月１日 至 平成 21年 12 月 31 日)        (単位：百万円)

日本 北米 欧州 その他 計
消去又は

全社
連結

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 33,237 3,188 1,682 2,478 40,588 － 40,588

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高 3,472 1 26 2,512 6,012 ( 6,012) －

計 36,709 3,190 1,709 4,990 46,600 ( 6,012) 40,588

営業利益 1,784 105 12 265 2,169 (   458) 1,710

(注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
２．日本以外の区分に属する国又は地域 
(1) 北米･･････････アメリカ、カナダ 
(2) 欧州･･････････ドイツ
(3) その他････････オーストラリア、ニュージーランド、インドネシア、中国

【海外売上高】

前第３四半期連結累計期間 (自 平成 20年４月１日 至 平成 20年 12 月 31 日)        (単位：百万円)

北米 その他 計

Ⅰ. 海外売上高     6,798 7,780 14,579 

Ⅱ. 連結売上高   49,443 

Ⅲ. 連結売上高に占める
海外売上高の割合（％）

13.8 15.7 29.5 

当第３四半期連結累計期間 (自 平成 21年４月１日 至 平成 21年 12 月 31 日)        (単位：百万円)

北米 その他 計

Ⅰ. 海外売上高      3,990 6,680 10,670 

Ⅱ. 連結売上高   40,588 

Ⅲ. 連結売上高に占める
海外売上高の割合（％）

9.8 16.5 26.3 

(注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
２．日本以外の区分に属する国又は地域 
(1) 北米･･････････アメリカ、カナダ 
(2) その他････････欧州、中国、オーストラリア、東アジア、東南アジア、その他 
３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 

(６)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

  該当事項はありません。 
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